
●講義の概要
　受講者各自の研究テーマにもとづき、「地域」と「文化」に
関する歴史的・地理的・社会的な調査能力を養成し、関西を
中心に地域文化に対する考察と分析を行なう。

●講義の到達目標
　地域文化・比較文化を中心に、修士論文の作成に必要な、
資料分析・文献読解・現地調査・論文作成能力を養うことを
目的とする。

●講義計画
　それぞれの研究テーマにもとづき、「地域」と「文化」に対
する研究の方法と実践を学んで行く。

●成績評価基準と方法
　講義への参加度及び取り組みの姿勢（30％）、授業中の発表・
報告（30％）、また、その結果としてのレポート、論文への取
り組み状況（40％）を総合的に評価する。

●テキスト又は参考文献
　テキスト及び参考文献は、講義開始後に受講者との相談の
上で定める。
　その他の資料は、適宜用意する。

●受講上の留意点
　講義および受講生による報告、ディスカッション等により
進める。毎回の授業内容を復習し、分からない部分は担当者
に質問して理解すること。
　年に数回の課外講義（見学研修等）を予定している。
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●講義の概要
　前半では、テキストを輪読し、住宅経済・住宅政策の分析ツー
ルを習得する。後半では、履修者の関心・研究テーマ・学会
の動向を総合して論文を選定し、読解しながら論文作成の実
践的トレーニングを行う。

●講義の到達目標
　住宅経済学の理論枠組みを学習し、日本や中国などが直面
している具体的な政策課題を考察し、それに関連する住宅施
策の有効性を検証し、受講生の住宅政策分野の修士論文作成
に必要な素養・研究能力を高める。

●講義計画
　具体的な講義日程、講義内容については、履修者の研究計
画を考慮して決める。理論と実証分析をバランスよく学習し
ていく。

●成績評価基準と方法
評価方法
１．講義中の発表、質疑応答　70％
２．レポート提出　　　　　　30％
評価基準
１．読解する文献内容を正しく理解したか。
２．論文の学術作法を身につけたか。
３．住宅政策に関連する中国経済社会の基本理解ができた
か。

●テキスト又は参考文献
　開講時にゼミ学生と相談し決定する。

●受講上の留意点
　常に修論の作成を意識して授業に臨むこと。
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